
■

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

83.3

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

維持管理については、施設の経年劣化が
激しく、適宜修繕を行っている。中には
築30年が経つ施設もあり、修繕等の維持
管理費が一定額必要となっている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

市立の老人デイサービスセンター、認知症高齢者グループホーム、
吹田市介護老人保健施設において、指定管理者制度（利用料金制
度）のもと、大規模な修繕と工事等の維持管理業務を実施。

・決算額内訳　主な項目
　合計　63,241千円
　　工事請負費        51,057千円
　　需用費　　　     　7,449千円
　　委託料　　         2,317千円
　　備品購入費　　     1,372千円
　　その他　　　　     1,046千円

決算額
(千円)

26,510 86,179 63,241
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
94.4 98.1

介護保険施設管理（指定管理者施設管理）

活動実績 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 評価の視点

2 所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護保険施設管理事業

事業概要

50.6

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

(1)負担額の助成が高額医療合算介護
サービス費確定後の助成になるため、申
請してから助成するまでに１年半程度、
時間を要する。

(3)実施申し出法人数について1法人増え
たものの、対象となる全施設での実施と
なっていない。低所得者対策として、未
申請施設には引き続き申請を促す必要が
ある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

(１)居宅サービスに係る利用者負担額の助成
・助成件数
令和３年度　16件　令和４年度　12件　 令和５年度　6件

(２)訪問介護利用者に対する利用者負担額軽減措置
　　利用者なし

(３)社会福祉法人等による利用料負担の軽減措置に伴う助成
実施申し出法人数　令和３年度　11法人（吹田市内の27法人中）
　　　　　　　　　令和４年度　13法人（吹田市内の27法人中）
                 令和５年度　14法人（吹田市内の28法人中）

・助成法人数（他市の法人を含む）
　令和３年度　５件　令和４年度　６件　令和５年度　５件

・助成額
　令和３年度　559,948円
　令和４年度　326,778円
　令和５年度　289,550円

決算額
(千円)

1,005 589 422
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
58.1 67.4

事業概要

居宅サービスに係る利用者負担額の助成、訪問介護利用者に対する利用者負担額軽減措置、社会福祉法人等による利用料負担の軽減措
置に伴う助成

活動実績 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 評価の視点

管理事業 介護保険サービス整備等事業 所管部局 福祉部

1 所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護保険サービス利用者負担軽減事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和５年度

施策コード 313 施策 介護保険制度の安定的運営
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□

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和５年度

所管室課 事業名 所管室課 事業名

18.5

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

(４)第８期計画（令和３年度（2021年
度）～令和５年度（2023年度））におい
ては、地域密着型サービス事業者必要整
備数を達成することができなかった。第
９期計画（令和６年度（2024年度）～令
和８年度（2026年度））においては、介
護保険制度の安定的運営を図るため、必
要整備数の達成に向けて取組を行う。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

【新型コロナウイルス感染症対策による拡充】
（繰越分）
(１)認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援
  補助額　大規模修繕（１事業所）12,435千円
(２)地域密着型サービス整備補助
　補助額　（１事業所）206,976千円
　
(３)地域密着型サービス整備補助金（２法人）77,977千円
(４)地域密着型サービス事業者の選定
・認知症高齢者グループホーム（１ユニット）及び看護小規模多機
能型居宅介護を各１か所整備するため、事業者を公募したが、応募
者が無かった。
(５)軽費老人ホーム事務費補助　（３法人）69,049千円
(６)認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援
　　補助額　大規模修繕（１事業所）947千円
(７)新型コロナウイルス感染症緊急対策アクションプラン
・介護施設等における新型コロナウイルス感染拡大防止対策支援事
業　補助額　（４法人、10事業所）36,960千円
・高齢者施設等におけるPCR検査等実施支援事業補助金 6,979千円
（6法人、7事業所）

決算額
(千円)

343,543 456,876 411,322
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
23.7 17.9

地域密着型サービス整備補助、軽費老人ホーム事務費補助、認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援、介護施設等の施設開設準
備経費等支援、新型コロナウイルス感染症対策支援

活動実績 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 評価の視点

4 所管
室課

高齢福祉室 事業名 高齢者福祉施設補助事業

事業概要

11.6

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

(２)介護業界全体の課題となっている人
材不足の解消に向けて、より一層効果的
な取組が求められている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

(１)高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の策定・推進
・社会福祉審議会高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画推進専門
分科会会議　４回開催
(２)介護人材確保
・介護資格取得支援　受講（受験）者延べ39名　1,258千円
（介護職員初任者研修12名、介護福祉士実務者研修13名、介護福祉
士試験14名）
・介護職員等喀痰吸引等研修（実地研修）受講者25名
・介護支援専門員資質向上研修　２回（参加者57名）
・面接会の実施 ハローワークとの共催　２回（参加企業15社、参加
者52名、就職者11名）
・セミナーの実施　地域経済振興室との共催　１回（参加者１名）
(３)新型コロナウイルス感染症緊急対策アクションプラン
・介護サービス事業所等に対するサービス提供体制確保 （98事業
所）令和6年度で終了
・高齢者在宅ケア継続支援 補助金　5千円（損害賠償保険料）
(４)吹田市高齢者生活支援事業
　ギフトカード発送　　90,682人　令和4・5年度事業
(５)介護保険サービス事業所物価高騰対策応援金
　66,700千円（520事業所）　令和5年度事業

決算額
(千円)

23,704 315,086 682,846
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
10.5 27.2

事業概要

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定、介護人材確保、新型コロナウイルス感染症対策支援、高齢者生活支援事業、福祉施設等
物価高騰対策応援金

活動実績 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 評価の視点

管理事業 介護保険サービス整備等事業 所管部局 福祉部

3 所管
室課

高齢福祉室 事業名 高齢者施策推進事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和５年度

施策コード 313 施策 介護保険制度の安定的運営
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□

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

決算額
(千円)

※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)

活動実績 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 評価の視点

所管
室課

事業名

事業概要

0.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の市内における高齢者の動態等を見
極めつつ、施設整備等への基金の積立を
含め、有効に活用していくことが課題。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

老人福祉施設の整備促進を目的とした、社会福祉法人等への補助金
の財源に充てる。

・実績額
　預金利子
　　令和３年度　2,330円
　　令和４年度　2,330円
　　令和５年度　1,326円
・令和５年度末基金積立残額
　　　　　233,790,015円

決算額
(千円)

2 2 1
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
0.0 0.0

事業概要

老人福祉施設整備基金積立

活動実績 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 評価の視点

管理事業 介護保険サービス整備等事業 所管部局 福祉部

5 所管
室課

高齢福祉室 事業名 老人福祉施設整備基金積立事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和５年度

施策コード 313 施策 介護保険制度の安定的運営
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□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　特になし 今後の実施計画
の方向性・内容

継続

　高齢者に対する虐待を防止し、高齢者の自己決定の尊重と権利擁
護を図る。

(R3)・措置者数　０人　・延利用日数　０日間

(R4)・措置者数　０人　・延利用日数　０日間

(R5)・措置者数　２人　・延利用日数　14日間

決算額
(千円)

0 0 74
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
0.0 0.0

高齢者虐待対応短期入所生活介護

活動実績 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 評価の視点

2 所管
室課

高齢福祉室 事業名 高齢者虐待対応短期入所生活介護事業

事業概要

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　指定介護予防支援事業を実施するすべ
ての委託型地域包括支援センター運営に
ついて、付属機関に基づく委員評価で
「求められるレベルに達している」と評
価を得ており、運営は安定している。
　高齢福祉室が委託型地域包括支援セン
ターのケアプラン作成を支援しなければ
ならない状況に至ったことはない。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

　平成31年４月に地域包括支援センターの直営は基幹型地域包括支
援センター（高齢福祉室）のみとなり、サービス計画策定は終了し
た。
　委託型地域包括支援センターの後方支援として、対応困難、緊急
対応ケース等のケアプラン作成が生じた場合に備えて、高齢福祉室
を指定介護予防支援事業者として登録しているが、実績はなし。

決算額
(千円)

16 0 10
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 0.0

事業概要

介護予防サービス計画等作成

活動実績 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 評価の視点

管理事業 高齢者支援事業 所管部局 福祉部

1 所管
室課

高齢福祉室 事業名 介護予防サービス計画等作成事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和５年度

施策コード 312 施策 暮らしを支える支援体制の充実
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□

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　サービス利用者受入れが、コロナ禍以
前の水準まで回復していないことから、
助成件数は減少しているものの、今後の
要介護認定者の増加や診療に係る費用の
上昇から事業に係る費用の増加が見込ま
れ持続可能性に課題がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

（１）助成件数
・令和３年度　449件　・令和４年度　402件 ・令和５年度　318件 決算額

(千円)
5,607 6,239 4,872

※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

診断料助成

活動実績 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 評価の視点

4 所管
室課

高齢福祉室 事業名 診断料助成事業

事業概要

99.8

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

（７）利用者が低迷している。災害時に
命を守る取組であるため、サービス内容
等の充実を検討し、利用を促進していく
必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

拡充

（７）サービス内容等
の拡充

　配食サービスや日常生活用具の給付等を行い、高齢者の福祉の増
進を行った。
（１）高齢者日常生活用具給付等
　 　 (R3)44件　(R4)41件　(R5)50件
（２）緊急通報システム（人感センサー含む）
　・給付件数（R3）114件（R4）136件（R5）156件
　・年度末設置数（R3）1,432台（R4）1359台（R5）1,270台
　　 人感センサー
　・給付件数（R3）４件（R4）５件（R5）７件
　・年度末設置数（R3）４台（R4）9台（R5）14台
（３）高齢者寝具乾燥消毒サービス（R6　６月末終了）
　・延実施件数（R3）2,081件（R4）1,865件（R5）1,594件
（４）配食サービス（R6　３月末終了）
　・総件数（R3）60,764件（R4）51,717件（R5）37,683件
（５）高齢者訪問理美容サービス
　・延利用件数（R3）21件（R4）36件（R5）40件
（６）高齢者見守り活動協力事業者との連携による見守り
　・年度末協力事業者数
　　（R3）621件（R4）622件（R5）627事業者
（７）高齢者家具転倒防止器具設置助成
　・助成件数（R3）０件（R4）１件（R5）２件

決算額
(千円)

39,000 34,970 28,914
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
99.8 99.7

事業概要

高齢者日常生活用具給付等、緊急通報システム(人感センサー含む）、高齢者寝具乾燥消毒サービス、配食サービス、高齢者訪問理美
容サービス、高齢者見守り活動協力事業者との連携による見守り、高齢者家具転倒防止器具設置助成

活動実績 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 評価の視点

管理事業 高齢者支援事業 所管部局 福祉部

3 所管
室課

高齢福祉室 事業名 在宅福祉サービス事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和５年度

施策コード 312 施策 暮らしを支える支援体制の充実
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□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

■ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　市域内での街かどデイハウス開設場所
に偏りがある。また、街かどデイハウス
の運営スタッフが高齢になっており、次
の担い手が不足している。
 
 
 
 
 
 
 
 

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

　介護予防又は生活支援を要する高齢者を対象に、健康チェック、
給食、健康体操、筋力トレーニング等の介護予防やレクリエーショ
ン活動等のサービスを提供する場（街かどデイハウス）を運営する
者に対して、補助金を交付した。

  街かどデイハウス運営団体：７団体（Ｒ６.１～　６団体）
　・延利用者数
     (R3)9,982人 (R4)11,641人 (R5)10,995人

決算額
(千円)

24,883 26,982 25,720
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

街かどデイハウス補助

活動実績 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 評価の視点

6 所管
室課

高齢福祉室 事業名 通いの場補助事業

事業概要

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　特になし 今後の実施計画
の方向性・内容

継続

　桃山台・竹見台地域包括支援センターが設置されている、千里
ニュータウンプラザの公有財産購入に伴う支出。 決算額

(千円)
7,860 7,484 7,383

※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

事業概要

千里ニュータウンプラザ施設管理

活動実績 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 評価の視点

管理事業 高齢者支援事業 所管部局 福祉部

5 所管
室課

高齢福祉室 事業名
千里ニュータウンプラザ管理事業
（地域包括支援センター・財産）

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和５年度

施策コード 312 施策 暮らしを支える支援体制の充実
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■

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

80.3

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　特になし 今後の実施計画
の方向性・内容

継続

　高齢者に対し、心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な
措置を講じた。

（１）養護老人ホーム入所措置
　・延べ措置者数　　(R3)278人　(R4)217人　(R5)245人
　・年度末措置者数　(R3)18人　(R4)19人　(R5)20人
　・新規入所者数　　(R3)０人　(R4)３人　(R5)６人
　・退所者数　　　　(R3)９人　(R4)２人　(R5)５人
（２）やむを得ない入所等措置
　・措置者数　　　　(R3)０人　(R4)０人　(R5)０人

決算額
(千円)

53,779 44,850 54,496
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
79.0 81.2

養護老人ホーム入所措置、やむを得ない入所等措置

活動実績 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 評価の視点

8 所管
室課

高齢福祉室 事業名 福祉の措置事業

事業概要

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

（１）令和６年度からクーポンを１乗車
に複数枚利用できるよう変更。変更後の
利用状況の把握に努める。

（２）実績が減少傾向にあるため、今後
の方向性の検討が必要。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

　高齢者に通院困難者タクシークーポン券を交付することで、通院
の利便性向上を図った。また、高齢者の健康保持のため、はり・
きゅう・マッサージクーポン券を交付した。

（１）通院困難者タクシークーポン券
　・交付者数　(R3)902人　(R4)991人　(R5)1,042人
　・交付枚数　(R3)21,648枚　(R4)23,784枚　(R5)25,008枚
　・使用枚数　(R3)9,129枚　(R4)9,727枚　(R5)9,314枚

（２）はり・きゅう・マッサージクーポン券
　・交付者数　(R3)270人　(R4)257人　(R5)242人
　・交付枚数　(R3)1,488枚　(R4)1,413枚　(R5)1,318枚
　・使用枚数　(R3)736枚　(R4)730枚　(R5)786枚

決算額
(千円)

8,732 9,103 8,506
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
99.8 99.9

事業概要

通院困難者タクシークーポン券交付、はり・きゅう・マッサージクーポン券交付

活動実績 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 評価の視点

管理事業 高齢者支援事業 所管部局 福祉部

7 所管
室課

高齢福祉室 事業名 福祉クーポン券交付事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和５年度

施策コード 312 施策 暮らしを支える支援体制の充実
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